
●セミナーの種類は
 情報や知識セミナー：パワーポイントとホワイトボードを使って⾏います。
 作品講評添削セミナー：私の作品紹介や皆さんの作品を講評、添削いたします。
 要望内容実現セミナー：ご希望の内容を聞きそれにお答えする形式で⾏います。
 ※聞きたい放題セミナー：特別に⼀⼈で1セミナー50分4,500円で貸し切りも受けます。

●場所を選ばず、全国各地の⽅とリアルに受講できる。
●作品の講評添削教室と情報や知識⽤の教室、要望内容を実現できる3タイプのセミナーがある。
●3⼈集まると開催できる。
●⽀払いもネットバンクなどを活⽤できる。
●作品がなくても他の⽅の作品を⾒て講評添削をみるだけの参加も可能。

セキュリティを⾼めたZOOMの最新バージョンを使って⾏います。
<メリット>

<概要>
●１セミナーは約50分、1,500円（税込み）です。

●3⼈以上集まるならば⾏います。
 参加⼈数の上限はセミナーの内容によりますが、７〜９⼈くらいまで。



●１セミナーだけ単体で⾏う場合（3名の時）と、区切りをつけ２つや３つ連続で⾏う場合
 （3名以上の時）があります。
●作品講評添削セミナー⽤の作品データは開催⽇の４⽇前までにUSBメモリでまえのかつみ事務所に
 送付していただくか、ギガファイル便で私に送っていただきます。（USBメモリ返送代⾦は有料です。）
 1回の送付は300枚までとします。
 まえのかつみ事務所の住所は、オフィシャルサイトのCONTACTから⼊って要望があり次第
 返信メールを送ります。
  ※ギガファイル便以外のオンラインストレージを使ってデータを送付してくださっても結構です。
 ただし、必ず別途メールをください。
 毎⽇多量のメールのやり取りをしているので⾒落としかねないからです。 ご協⼒をお願いします。

●開催⽇時は
 ★私がまず内容を提案し募集をかける場合
 ★参加者同⼠で3名以上集まり私に要望する場合
 の2パターンです。
 ※私が提案し、募集する場合は私のオフィシャルサイトの「フォトカレッジ」という項⽬ページを
  ⾒てください。先着３名までの⽅の時間的都合を３つの時間帯（午前、午後、夜）に分けて
  お聞きして相談し、確定後さらに追加でその時間帯に参加したい⽅を募集します。
 ※3つの時間帯は以下の通りといたします。この時間内で⾏う想定でご連絡ください。
  午前09：00〜12：00  午後13：00〜17：00   夜19：00〜22：00

●送っていただきました作品データを「あと少しの作品」と「素晴らしい作品」に当⽇までにセレクトし
 講評添削をさせていただきます。
 ※必ず質問したい作品は「質問」フォルダを作って5作品以内のデータを⼊れて送ってください。

●必ずカメラを横に置いて操作できるようにして参加していただきます。
●万⼀画⾯操作が分からなかったり、⾳声や映像トラブルがあったとしても、他の⽅々に迷惑となり
 時間がかかる内容の場合はセミナー中には⽀援せず進めます。
 （ご⾃⾝でなんとか使いこなす努⼒をしていただき、最後までわからなかったら終わってから
  連絡を取り合います）
●万⼀開催⽇までに３名が2名だけになった場合は開催を中⽌する連絡を他の２名の⽅に伝えます。



<参加費⽤のお⽀払いの件>
●事前に参加教室を相談し、1セミナー1,500円×セミナーの回数分を振り込んでいただきます。
 振り込み後は必ずメール連絡をください。
  ※⼿数料を無料にするために、インターネットバンキングやご希望の銀⾏やゆうちょ銀⾏の
   ⼝座がないか相談させていただきます。
  ※他で開催の教室や撮影会などで事前にお会いした際に現⾦で⽀払っていただいてもOKです。
●オンライン写真セミナー終了毎に私から参加者に清算の件でメールし、履歴を残します。

<準備チェック>
①WEBカメラとマイクがついているパソコン、もしくはタブレットですか？
②パソコンやタブレットにWEBカメラとヘッドセットはついてないが別にお持ちですか？
③ZOOMを使ったことはありますか？
④ZOOMは⽇々更新されています。以前使ったのはいつごろですか？
⑤セミナーが始まったら操作的な⽀援は他の⽅に迷惑なのでいたしません。
 パソコン操作から学びたい⽅は、私の⽣徒さんのパソコン教室のレッスン（30分2,000円+税）を
 受けてください。 ご案内を無料で⾏います。
 ※必ずセミナー開催前にカメラとマイクチェックをしてください。

●教室の録画は禁⽌とさせていただきます。
 というのは、私の私⾒がほとんどだし、レベルによって撮影時の「良いこと」と「悪いこと」は
 反対になることがあるからです。
 私の意⾒は参加者に対してのその瞬間の「良いこと」と「悪いこと」だったりするからです。
 その⼈のため、その瞬間の話という条件を考えずに⼀般的な話として他の⽅に伝えられると
 困るからです。
 もちろん他の⽅の作品を勝⼿に表に出すと著作権侵害になることもご留意ください。


